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今
回
の
補
正
予
算
に
つ
い
て
は
、
ほ

と
ん
ど
が
職
員
の
人
事
異
動
に
伴
う
も

の
で
あ
り
、
特
に
金
額
の
大
き
な
も
の

は
退
職
者
の
後
任
の
人
件
費
で
す
。
全

て
の
内
容
を
妥
当
な
も
の
と
認
め
、
全

会
一
致
で
「
原
案
を
可
決
す
べ
き
も
の
」

と
決
定
し
ま
し
た
。
 

      

   （
委
員
会
研
修
報
告
）
 

（
１
）
５
月
１２
日
（
月
）
午
後
１
時
３０

　
　
分
　
長
崎
県
西
海
市
大
瀬
戸
学
校

　
　
給
食
共
同
調
理
場
（
地
産
地
消
の

　
　
取
り
組
み
に
つ
い
て
）
 

（
２
）
５
月
１３
日
（
火
）
午
前
１０
時
　

　
　
佐
賀
県
伊
万
里
市
伊
万
里
市
民
図

　
　
書
館（
図
書
館
の
運
営
に
つ
い
て
） 

（
３
）
５
月
１３
日
（
火
）
午
後
２
時
　

　
　
佐
賀
県
白
石
町
学
校
給
食
セ
ン
タ

　
　
ー
（
米
飯
給
食
の
取
り
組
み
に
つ

　
　
い
て
）
 

　
健
康
福
祉
常
任
委
員
会
は
６
月
１６
日

の
１
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
た
。
担
当

部
長
及
び
課
長
、
班
長
か
ら
詳
細
な
説

明
を
受
け
慎
重
に
審
査
し
た
。
 

   

　
主
に
職
員
の
人
事
異
動
に
伴
う
も
の

で
あ
り
、
西
合
志
南
小
学
校
学
童
ク
ラ

ブ
の
空
調
機
取
替
え
に
伴
う
補
正
が
行

わ
れ
た
。
 

問
　
２０
年
度
当
初
予
算
に
は
退
職
者

分
は
入
れ
な
か
っ
た
の
か
。
 

答
　
退
職
者
分
の
補
充
は
当
初
予
算
の

頃
は
ど
う
な
る
か
分
か
ら
な
い
の
で
１

名
減
の
予
算
と
し
て
い
た
。
 

　
本
件
は
、
内
容
を
妥
当
な
も
の
と
認

め
、
全
会
一
致
で
可
決
し
た
。
 

   　
委
員
会
審
査
の
結
果
、
継
続
審
議
と

な
っ
た
。
 

常任委員会審査報告 常任委員会審査報告 

平
成
２０
年
度
合
志
市
一
般
会
計
 

補
正
予
算
に
つ
い
て
 

「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
 

 
中
止
・
撤
回
を
求
め
る
請
願
」
 

文
教
常
任
委
員
会
所
管
事
務
 

継
続
調
査
報
告
 

平
成
２０
年
度
合
志
市
一
般
会
計
 

補
正
予
算
 

S t a n d i n g  c o m m i t t e e

健康福祉常任委員会 
文教常任委員会 

坂
本
　
早
苗
 
議
員
 

用
地
取
得
の
処
理
に
つ
い
て
 

南
ヶ
丘
小
の
 

　
一
般
競
争
入
札
に
つ
い
て
 

尾
方
　
洋
直
 
議
員
 

学
童
保
育
の
充
実
を
 

夏
ま
つ
り
、よ
か
と
こ
祭
の
再
開
を
 

合
志
市
の
公
共
交
通
に
つ
い
て
 

大瀬戸学校給食共同調理場 

夏休み学童クラブ 

黒石原養護学校とふれあい館デイ 

合併前まで開催されていた、 
ヴィーブル夏まつり 

登り窯をかたどった、読み聞かせコーナー 
（伊万里図書館） 

尾
方
　
食
品
偽
造
を
め
ぐ
る
行
政
対
応
の

混
乱
を
踏
ま
え
て
、
食
品
標
示
に
関
す
る

日
本
農
林
規
格
（
J
A
S
法
）
に
基
づ
く

処
分
権
限
を
県
に
移
設
し
、
又
市
町
村
が

消
費
セ
ン
タ
ー
を
新
設
す
る
場
合
に
、
臨

時
交
付
金
制
度
を
創
設
し
ま
す
が
、
本
市

で
の
取
扱
い
を
伺
い
た
い
。
 

総
務
企
画
部
長
　
各
省
庁
の
縦
割
り
行
政

を
統
一
的
、
一
元
的
に
推
進
す
る
為
の
必

要
な
権
限
、
所
掌
事
務
、
消
費
者
に
と
っ

て
分
か
り
や
す
い
窓
口
の
設
置
な
ど
の
検

討
を
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
市
で
は
国

県
か
ら
の
指
示
な
ど
に
よ
り
ま
し
て
組
織

の
見
直
し
、
相
談
窓
口
の
強
化
な
ど
を
県

と
緊
密
に
連
携
し
て
体
制
づ
く
り
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
 

  尾
方
　
市
道
、
市
有
地
に
民
有
地
を
取
得

さ
れ
た
が
分
筆
登
記
未
処
理
に
な
っ
て
い

る
箇
所
が
多
い
と
聞
い
て
い
る
が
実
態
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
 

都
市
建
設
部
長
　
一
筆
ご
と
の
契
約
状
況

等
の
把
握
を
行
い
現
在
の
土
地
状
況
、
所

有
者
及
び
相
続
人
等
の
調
査
を
実
施
し
、

登
記
さ
れ
て
い
な
い
土
地
に
つ
き
ま
し
て

解
消
に
努
め
ま
す
。
 

   尾
方
　
今
回
の
入
札
に
本
市
の
建
設
業
は

参
加
資
格
が
な
く
市
外
業
者
で
行
わ
れ
た

が
、
地
場
産
業
育
成
を
今
後
は
ど
う
さ
れ

て
い
く
の
か
。
 

市
長
　
地
場
産
業
育
成
に
つ
い
て
常
日
頃

か
ら
念
頭
に
お
い
て
お
り
ま
す
。
今
後
な

る
べ
く
地
場
産
業
の
育
成
に
つ
い
て
い
ろ

ん
な
手
立
て
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
 

  尾
方
　
循
環
バ
ス
と
乗
り
あ
い
タ
ク
シ
ー

導
入
を
検
討
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
 

総
務
企
画
部
長
　

合
志
市
地
域
公
共

交
通
協
議
会
の
中

で
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。
 

坂
本
　
大
津
町
の
議
会
広
報
誌
に
菊
池
環

境
保
全
組
合
管
内
ご
み
収
集
運
搬
委
託
料

一
覧
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
菊
陽
町
５
４
８
０
万
円
に
対
し
、
合
志

市
は
１
億
７
４
０
０
万
円
と
実
に
３
倍
以

上
の
金
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
人
当
た

り
に
換
算
す
る
と
約
２
倍
で
す
。
こ
の
大

き
な
違
い
を
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。
 

市
民
部
長
　
大
津
町
と
比
較
す
る
と
妥
当

な
金
額
で
す
が
、
菊
陽
町
の
経
費
と
比
べ

る
と
、
妥
当
な
も
の
で
は
な
い
と
感
じ
る
。
 

   坂
本
　
学
童
保
育
の
利
用
者
が
増
加
し
、

学
校
内
の
専
用
施
設
は
大
幅
な
定
員
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
待
機
児
童
が
出

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
今
後
の

対
策
は
。
 

健
康
福
祉
部
長
　
14
名
の
待
機
児
童
が
出

て
い
る
。
保
育
園
、
近
隣
の
他
の
施
設
の

利
用
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

坂
本
　
具
合
の
悪
い
児
童
を
寝
か
せ
る
静

養
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
を
急
い
で
欲
し
い
。
 

健
康
福
祉
部
長
　
検
討
し
た
い
。
 

  

坂
本
　
農
業
公
園
で
の
市
民
ま
つ
り
を
止

め
て
、
ヴ
ィ
ー
ブ
ル
で
の
「
夏
ま
つ
り
と

花
火
大
会
」、
そ
し
て
ユ
ー
パ
レ
ス
弁
天

で
の
「
よ
か
と
こ
弁
天
ま
つ
り
」
を
再
開

し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
お
金
を
か
け

た
大
規
模
な
イ
ベ
ン
ト
よ
り
手
作
り
の
ま

つ
り
が
市
民
の
交
流
・
相
互
理
解
を
深
め

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

市
長
　
今
年
度
の
市
民
ま
つ
り
は
11
月
９

日
農
業
公
園
で
開
催
す
る
こ
と
を
決
め
て

い
る
の
で
、
来
年
以
降
に
つ
い
て
は
指
摘

さ
れ
た
こ
と
を
充
分
論
議
し
て
い
き
た
い
。
 

循環バス 


